


はじめに

　川崎病は初め予後良好な疾患、とされていたが急性心臓死を伴う心筋炎,冠

動脈疾患、の報告が注目され心臓カテーテルの必要性が出て来た。しかし頻回

に施行する事は患児にとって負担が大きいため我々は本症 9例に対し各種超音

波法を試み検討してみたので報告した。装置は断層法で Aloka 製 SSD-110S,ド

プラー法で Aloka 製 SSD-900 を使用,レコーダーは Honewell 社製連続記録装置

を使用した。探触子は断層法でメカニカルセクタースキヤナー,3.5MHZ,直径

13mm,ドプラー法で同じく 2.5MHZ,直径 13mm,を使用。またシングル Mモード法

で 5MHZ,直径 5mm,フォーヵス 5cm を使用した。


